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神奈川県作業療法士会平成 19年度第１回理事会議事録 
日 時：平成 19年５月 23日（水曜日） 

19：00～22：20 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：渡邉、佐藤、錠内、澤口、浅井、浅海、池田、大西、作田、鈴木、中西、野々垣、松藤、 
山路 監事：長谷川、原 理事外：清水、田中（節）、奥原、千葉、三川、松本、岡村、名古屋、竹田 

議 題 内 容 

1．会長挨拶 
2．各理事・役員挨拶 
3．各部からの報告 
１) 情報統計部（松藤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）法人化対策委員会 
        （鈴木） 
 
 
 
 
３）ウェブサイト 

管理委員会（作田） 
 
 
 
 
 
 

 
４）学術部（中西） 
 
 
 
 
 

新体制スタート。柔軟性の高いものにしていきたい。 
自己紹介 
 
別紙資料有 
１.OT協会会員管理システムの県士会会費納入履歴の誤表示について 
・2003年以降入会の約 400名に影響があり 
・データ修正は事務量が膨大になるため避けたい 
・2006年度からの表示で対応したい 
渡邉：ニュース、ウェブサイト上に掲載して知らせる 
→継続審議 

2.新部員 大西正二（横浜市西部地域療育センター） 
     粂田哲人（横浜市総合リハビリテーションセンター） 
     友利幸之助（神奈川県保健福祉大学）   →承認                     

3.会費のコンビニ振込みを財務部と検討していく 
 
別紙資料有 
公益法人制度改革スケジュール（案）について報告 
・一般社団法人取得後、公益社団法人か 
・定款の見直しが必要になる可能性あり 
・財務部、情報統計部と必要書類の準備を進めていく 
 ・引き続き情報収集に努める 
別紙資料有 
1.県士会サイト 2007版について報告、確認 
 ・会員向けに抜粋版を作成中 
2.新部員 福嶋裕子（汐田総合病院）細谷香菜子（日本鋼管病院） 
     佐藤良枝（介護老人保健施設リバーイースト） 
     足立夏帆里（東海大学医学部付属病院） 
     五味久美子（虎の門病院分院）       →承認 
3.理事会ＭＬ構築中            
 
別紙資料有 
１. 新人教育プログラムについて 
・開催予定、学術部通信の発行について報告 
・受講料の値下げについて→年度末の予算組で検討 
２. 新部員 
〔生涯教育講座担当班〕 
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５）福祉用具検討委員会

（大西） 
 
 
 
 
６）地域リハビリテーショ 
ン推進部（浅海） 
 
７）広報部（池田） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８）財務部（野々垣） 
 
 
 
 
 
 
 
４．事務局報告（澤口） 
 
 
 
 
 
 
 
 

三川年正（横浜リハビリテーション専門学校） 
  佐藤雅也（横浜総合病院）林市朗（神奈川第二病院） 

平村真紀子（藤沢病院） 
〔生涯教育制度担当班〕奥原孝幸（昭和大学）    →承認  
 
別紙資料有 
1.県社会福祉協議会への福祉用具専門相談員の推薦、派遣について 
2.講習会「平成 19年度 PT･OTスキルアップ研修」について 
  今年度窓口は当委員会、今後の方向性は地域リハ推進部と検討したい 
3.新部員 牧山大輔（横浜新都市脳神経外科病院）  →承認 
 
別紙資料有 
新部員 小室容子、足立雄介（鶴巻温泉病院）    →承認 
 
別紙資料有 
1.活動内容・年間予定について（ニュース編集班、対外広報班） 
2.ニュースレイアウト案・内容刷新案 
 ・各部で配布したいチラシ原稿は池田部長宛に提出、締め切りは奇数月

10日（藤沢ひまわり作業所着）期日を厳守してほしい 
渡邉：ニュースは何のためにあるか、着実に届けなければいけない情報を

選ぶべきである、1年かけて整理していく必要がある 
3.チラシ同封の基準について：案を検討されたい 
4.新部員 〔松本班〕水野友和、八木橋絵美（横浜新都市脳神経外科病院） 

→承認 
5.OT協会事務局からの依頼について 
・広報ビデオの活用→事務局で保管する 

 
1.会費納入期限について 
・定款では６月末だが、振込み通知発送が６月になるため 9月頃までに 

2.部員について 当面は部員 1名、今後増員の方向 
3.研修費の入金について 
・研修会の運営費と参加費は別々に入金してほしい 
・不足した場合は、補足金が出るので参加費からは引き出さないように

してほしい 
 
1.事務局員設置について 
副事務局長 野本義則（横浜相原病院） 
事務局員  名古屋和茂（横浜 YMCA学院専門学校） 

 竹田博子（川崎市中部地域療育センター） →承認 
2.保険委員会設置について 
委員長 山路博文（国際医療福祉大学）        →承認 

3.全国学会で実務者研修会があり 2名の出席が必要→出席者検討 
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５．県学会について（岡村） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．OT推進月間について

（清水） 

別紙資料有 
1.反省会について報告 
2.運営費赤字について 
・約 24万円あり、士会で補正するが、まず会計監査を→早急に実施を 
・ 次回理事会で収支予算・決算書を提出する 

3.広告賛助の病院（学会誌未掲載）について 
・返金を申し出たら受け取ってほしいとのことだが、何かの形で病院名

を掲載できないか？ 
渡邉：相手側が受け取ってほしいということで特にする必要はないので

はないか？ 
4.訪問 OT事例発表者の記載について 
 ・学会誌は未掲載、発表者の氏名、所属をニュースに掲載する 
 
各士会の情報が CD-ROMで全国に発送されたが、当士会の情報は入っ 
ていない→担当者に知らせたが連絡がとれないまま締め切りとなった 
 
 
次回理事会：６月 12日（火）19時～     
   

 以上 
                        書記：名古屋和茂、竹田博子  

                  文責：澤口 勇 


